
令和 8 年（2026 年）9 月吉日 

会 員 各 位 

一般社団法人 北海道介護支援専門員協会 

札幌ブロック北区支部 支部長 高 木 竜 司 

〈公印省略〉 

令和 8 年度 北区支部研修会 

（地域包括支援センターと合同開催）のご案内 

 時下、皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、このたび北区支部では、地域包括支援センターと合同で、認知症のある方への支援をテーマとした研修会を開

催いたします。認知症支援の現場では、本人がサービス利用を拒否する、認知症の自覚が乏しい、ご家族が状態を十分

に理解できず対応に悩むなど、ケアマネジャーが支援の進め方に迷う場面が少なくありません。 

 本研修では、支援者側の「利用してほしい」「こうあるべき」という視点だけではなく、本人の思いや背景、尊厳を

捉え直し、本人主体の関わり方と、介護されるご家族への寄り添い方について考えます。講話後には、認知症の方やご

家族との関わりの中で「うまくいったこと」「困ったこと」などを共有するグループワークを行い、参加者同士の学び

とつながりを深めます。 

 時節柄ご多用のこととは存じますが、是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

記 

１ 主  催  札幌市北区第 1 地域包括支援センター、札幌市北区第２地域包括支援センター、 

札幌市北区第３地域包括支援センター 

  共  催  一般社団法人 北海道介護支援専門員協会 札幌ブロック北区支部 

２ 日時・場所  令和８年１０月１９日（月） 15：00～16：30 

北区民センター 3 階 区民ホール（札幌市北区北 25 条西 6 丁目 1-1） 

※駐車場が混雑しますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。 

３ テ ー マ  「利用者本人や介護される家族への寄り添い方を学ぼう」 

～認知症のある方の思いをくみ取り、本人主体の支援を考える～ 

４ 講  師  医療法人社団 大蔵会札幌佐藤病院 地域医療連携室長 

認知症看護認定看護師 丸橋 晋 氏 

５ 内  容  講話＋グループワーク 

・本人がサービス利用を拒否する場合や、認知症の自覚が乏しい場合の関わり方 

・認知症への理解や受け止め方が異なるご家族への寄り添いとアプローチ 

・支援者の「こうした方がよい」だけに偏らず、本人の思い・尊厳を起点に支援を考える視点 

６ 定  員  １００名 

７ 参 加 費  無料 

 



 

 

８ 申 込 み  北海道介護支援専門員協会の Google フォームからお申込みください。 

申込締切：令和８年１０月９日（金） 

※協会ホームページからもお申込み可能です。 

申込用QRコード 

 

以上 


